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食品衛生分科会長 岸 玲子 殿 

 

 

 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会 

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄 

 

 

 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会 

農薬・動物用医薬品部会報告について 

 

 

平成２３年１０月６日付け厚生労働省発食安１００６第２号をもって諮問され

た、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第１１条第１項の規定に基づくス

ピロメシフェンに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当

部会で審議を行った結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。 



 

スピロメシフェン 

 

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定  

依頼及び魚介類への基準値設定依頼が農林水産省からなされたことに伴い、食品安全委員

会において食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において

審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：スピロメシフェン[ Spiromesifen(ISO) ] 

 

（２）用途：殺虫剤 

環状ケトエノール系の殺虫剤である。作用機構は、アセチル CoA カルボキシラーゼ 

を阻害することにより殺幼虫、殺卵活性等を示すものと考えられている。 

 

（３）化学名： 

3-mesityl-2-oxo-1-oxaspiro[4.4]non-3-en-4-yl 3,3-dimethylbutyrate (IUPAC)  

2-oxo-3-(2,4,6-trimethylphenyl)-1-oxaspiro[4.4]non-3-en-4-yl 3,3-  

dimethylbutanoate(CAS) 

 

（４）構造式及び物性 

 

 

分子式    C23H30O4 

分子量    370.49 

水溶解度   0.13 mg/L（20℃） 

分配係数      log10Pow =4.55（20℃） 

 

（メーカー提出資料より） 
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２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

作物名となっているものについては、今回農薬取締法（昭和 23 年法律第 82 号）に基 

づく適用拡大申請がなされたものを示している。 

 

（１）国内での使用方法 

① 22.9％スピロメシフェンフロアブル 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝを含む

農薬の総使用回数 

トマト 

ミニト

マト 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
2000～4000

倍 
100～300 

L/10a 

収穫前日 

まで 
2 回以内 散布 2 回以内 

ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ 2000 倍 

 

② 30.0％スピロメシフェンフロアブル 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤の 

使用 

回数 

使用方法 

ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

りんご 
ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆ 

ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ 

2000 倍 

200～700 

L/10a 

収穫前日 

まで 

1 回 散布 1 回 

おうとう 
ﾊﾀﾞﾆ類 

なし 

茶 ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 
200～400 

L/10a 

摘採７日前 

まで 

もも ﾓﾓｻﾋﾞﾀﾞﾆ 
200～700 

L/10a 

収穫前日 

まで 
ネクタリン 

ﾊﾀﾞﾆ類 
小粒核果類 

ぶどう ﾊﾀﾞﾆ類 2000 倍 
200～700 

L/10a 

収穫前日 

まで 



 

③ 30.0％スピロメシフェン 6.0％アクリナトリン水和剤 

作物名 
適用 

病害虫名 

希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

なす 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾊﾀﾞﾆ類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ 

2000 倍 

100～300 

L/10a 

収穫 

前日 

まで 

2 回 

以内 

散布 

2 回以内 

トマト 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ミニトマト 

ピーマン 

ﾊﾀﾞﾆ類 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

すいか 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

ﾊﾀﾞﾆ類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

茶 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ 

ﾁｬﾉﾅｶﾞｻﾋﾞﾀﾞﾆ 

200～400 

L/10a 

摘採 14

日前ま

で 

1 回 1 回 

 

３．作物残留試験 

（１）分析の概要 

①  分析対象の化合物 

・ スピロメシフェン 

・ 4-ヒドロキシ-3-(2,4,6-トリメチルフェニル)-1-オキサスピロ[4.4]ノナ-3-エ

ン-2-オン（以下、代謝物Ｍ１という） 

・ 4-ヒドロキシ-3-(4-ヒドロキシメチル-2,6-ジメチルフェニル)-1-オキサスピ

ロ[4.4]ノナ-3-エン-2-オン（以下、代謝物Ｍ２という） 

・ 4-ヒドロキシメチルグルコシド（代謝物Ｍ２のグルコース抱合体。以下、代謝

物Ｍ９という） 

 

【代謝物 M1】 【代謝物 M2】 【代謝物 M9】 
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② 分析法の概要 

  ・スピロメシフェン及び代謝物Ｍ１  

試料からアセトニトリル、水及びギ酸の混液又はアセトニトリル及び水の混液で抽 

出し、n-ヘキサン及び酢酸エチルの混液に転溶する。シリカゲルカラムでスピロメシ

フェンと代謝物Ｍ１を分画し、スピロメシフェンは液体クロマトグラフ・質量分析計

（LC-MS）又はガスクロマトグラフ・質量分析計（GC-MS）で定量する。代謝物Ｍ１は

さらに弱酸性陽イオン交換体（WCX）カラムで精製して LC-MS により定量、又は、シ

リカゲルカラムで精製した後メチル化して GC-MS により定量する。  

 

定量限界  スピロメシフェン：0.01～0.05ppm  

代謝物Ｍ１：0.01～0.06ppm  

 

・代謝物Ｍ２及び代謝物Ｍ９  

試料からアセトニトリル、水及びギ酸の混液で抽出し、n-ヘキサン及び酢酸エチル 

の混液で洗浄した後、水層に塩酸を加えて加熱還流し、グルコース抱合体を加水分解

する。オクタデシルシリル化シリカゲル（C18）カラム及びアミノプロピルシリル化

シリカゲル(NH2)カラムで精製して LC-MS により定量、又は、C18 カラム及びグラファ

イトカーボンカラムで精製した後メチル化し、シリカゲルカラムで精製して GC-MS に

より定量する。  

 

定量限界 代謝物Ｍ２及び代謝物Ｍ９：0.01～0.06ppm 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙１-１、海外で実施され 

た作物残留試験の結果の概要については別紙１－２及び１－３を参照。 

 

４．乳牛における残留試験  

乳牛１０頭（各群３頭）に対し、スピロメシフェンを５, １５, ５０ppm の濃度に含有

する飼料を、２９日間連続して経口投与した。（１頭は対照として扱い、投与しないもの。）  

投与開始前日、投与開始日及び投与開始後４，８，１２，１６，１８、２０、２２、２４、

２６及び２８日目に、各日に２回搾乳し、同一日の試料を混合し、試料中のスピロメシフ

ェン含量を測定した。また、２９日目の投与後に、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓についてス

ピロメシフェン含量を測定した。その結果は下表のとおりである。なお、米国においては

畜牛におけるMaximum Reasonable Balanced Dietary Burden(ＭＲＤＢ)注)は２３ppm、乳

牛におけるＭＲＤＢは２９ppm と算出されている。  

 

 

 

 

 



 

表：組織中の残留量 (ppm) 

 5ppm 投与群 15ppm 投与群 50ppm 投与群 

筋肉 <0.010 <0.010 <0.010 

脂肪  0.010 0.030  0.094 

肝臓 <0.050 <0.050  0.058 

腎臓 <0.050 0.066  0.156 

乳 <0.005 <0.005  0.008 

スキムミルク - - <0.010 

クリーム - -  0.027 

        ※ 表中の値はスピロメシフェン、代謝物Ｍ１をスピロメシフェンとして換算したもの及び  

代謝物Ｍ２の構造を有したものをスピロメシフェンとして換算したものの総和として 表し 

たものである。 

 

注）栄養バランスを考慮した最大飼料由来負荷（Maximum Reasonably Balanced Dietary Burden：MRBD）：

飼料として用いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によ

って畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。なお、飼料については粗飼料、

濃厚炭水化物飼料、濃厚タンパク質飼料を栄養学的にバランス良く給餌するシステムを採っている。 

（参考：Revisions of Feedstuffs in Table 1 of OPPTS Test Guideline 860.1000 and Guidance on 

Constructing Maximum Reasonably Balanced Diets (MRBD)） 

 

５．魚介類への推定残留量 

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省から 

魚介類に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本剤の水産 

動植物被害予測濃度注１）及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以 

下のとおり魚介類中の推定残留量を算出した。 

 

（１）水産動植物被害予測濃度 

本剤が水田以外においてのみ使用されることから、非水田 PECtier1 注２）について算 

出したところ、スピロメシフェン及び代謝物 M1 の非水田 PECtier1 は 0.017 ppb とな 

った。 

 

（２）生物濃縮係数 
14Ｃ標識スピロメシフェン（低濃度区：0.1 µg/L、高濃度区：1.0 µg/L）を用いた、 

２８日間の取込期間及び１４日間の排泄期間を設定したニジマスの魚類濃縮性試験が

実施された。分析結果から、スピロメシフェン及び代謝物 M1 の BCFss 注３）は 616 と算

出された。 

 

３）推定残留量 

（１）及び（２）の結果から、スピロメシフェン及び代謝物 M1 の水産動植物被害予測 



 

濃度： 0.017  ppb、BCF:616 とし、下記のとおり推定残留量が算出された。 

 

推定残留量＝0.017 ppb × 616 ×5＝52.36 ppb≒0.052 ppm 

 

注１） 農薬取締法第 3条第 1項第 6号に基づく水産動植物の被害防止に係る農薬の登録保留基準設 

定における規定に準拠 

注２）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。 

注３）BCFss：定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度比で求められた BCF。 

（参考）：平成 19 年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留 

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準

設定法」報告書) 

 

６．ＡＤＩの評価  

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第１項第１号の規定に基づき、食品安全

委員会あて意見を求めたスピロメシフェンに係る食品健康影響評価について、以下のとお

り評価されている。  

 

無毒性量：2.2 mg/kg 体重/day 

(動物種)     ラット 

 (投与方法)    混餌 

 (試験の種類)   繁殖試験 

 (期間)      ２世代 

安全係数：100 

ＡＤＩ：0.022 mg/kg 体重/day 

 

７．諸外国における状況 

ＪＭＰＲにおける評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

米国、カナダ、欧州連合（ＥＵ）、オーストラリア及びニュージーランドにおいて調査 

した結果、米国において小麦、大麦等に、カナダにおいてブロッコリー、キャベツ等に、

ＥＵにおいていちご、なす等に、ニュージーランドにおいてトマト、ピーマン、きゅう

り等に基準値が設定されている。 

 

８．基準値案  

（１）残留の規制対象  

農産物及び魚介類：スピロメシフェン及び代謝物Ｍ１とする。  

畜産物：スピロメシフェン、代謝物Ｍ１、代謝物Ｍ２及び代謝物Ｍ２の抱合体

とする。  

 

畜産物における米国基準は、親化合物スピロメシフェン、代謝物Ｍ１、代謝物Ｍ２及び

代謝物Ｍ２の抱合体を規制対象化合物として設定している。畜産物に係る基準値案は米国



 

基準を準用しているため、同様の規制対象化合物とする。  

なお、食品安全委員会による食品健康影響評価においても、農産物及び魚介類中の暴露

評価対象物質としてスピロメシフェン及び代謝物Ｍ１を設定している。 

 

（２）基準値案  

別紙２のとおりである。  

 

（３）暴露評価 

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定され 

る量のスピロメシフェンが残留すると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算 

される、1日当たり摂取する農薬の量（推定１日摂取量（ＥＤＩ））のＡＤＩに対する

比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全 

くないとの仮定の下に行った。 

 

 ＥＤＩ/ＡＤＩ（％）注） 

国民平均 ３８．９ 

幼小児（１～６歳） ７８．９ 

妊婦 ２９．７ 

高齢者（６５歳以上） ４１．３ 

注） 個別の作物残留試験成績等がある食品についてはＥＤＩ試算、それ以外の食品 

についてはＴＭＤＩ試算を行った。 

      ＴＭＤＩ試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 

      ＥＤＩ試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量 

  



(別紙1-1)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

トマト 圃場A：0.09 圃場A：0.08/0.01/0.02

（果実） 圃場B：0.21 圃場B：0.20/<0.01/<0.01

トマト 圃場A：0.13（2回、1日）(♯)注２） 圃場A：0.12/0.01/0.04(#)

（果実） 圃場A：0.36（2回、3日）(♯) 圃場B：0.35/0.01/0.01(#)

ミニトマト 圃場A：1.09 圃場A：1.06/0.03/-

(果実） 圃場B：0.82 圃場B：0.79/0.03/-

ピーマン 圃場A：1.38 圃場A：1.36/0.02/-

(果実） 圃場B：0.77 圃場B：0.75/0.02/-

すいか 圃場A：0.06（2回、3日） 圃場A：0.04/<0.02/-

(果実） 圃場B：<0.03 圃場B：<0.01/<0.02/-

なす 圃場A：0.66（4回、1日）(♯) 圃場A：0.56/0.10/-

(果実） 圃場B：1.00（4回、1日）(♯) 圃場B：0.78/0.22/-

りんご 圃場A：0.86 圃場A：0.84/<0.02/<0.02

（果実） 圃場B：0.37 圃場B：0.35/<0.02/<0.02

なし 圃場A：0.56 圃場A：0.54/<0.02/<0.02

（果実） 圃場B：0.34（1回、3日） 圃場B：0.32/<0.02/<0.02(3日)

もも 圃場A：<0.03 圃場A：<0.01/<0.02/-

（果肉） 圃場B：<0.03 圃場B：<0.01/<0.02/-

もも 圃場A：8.04 圃場A：7.97/0.07/-

（果皮） 圃場B：7.48（1回、3日） 圃場B：7.36/0.11(3日）/-

ネクタリン 圃場A：0.50 圃場A：0.48/<0.02/-

（果実） 圃場B：0.44 圃場B：0.42/<0.02/-

すもも 圃場A：0.24（1回、3日） 圃場A：0.22/<0.02(3日）/-

(果実） 圃場B：0.09 圃場B：0.07/<0.02/-

うめ 圃場A：2.14 圃場A：2.12/<0.02/-

(果実） 圃場B：0.86 圃場B：0.84/<0.02/-

おうとう 圃場A：2.63 圃場A：2.61/0.02/<0.09

（果実） 圃場B：2.66 圃場B：2.64/0.02/<0.02

ぶどう 圃場A：1.15 圃場A：1.13/<0.02/-

(果実） 圃場B：4.18 (7日） 圃場B：4.15/0.03/- (7日）

茶 圃場A：21.48 圃場A：13.6/7.88/5.73

（荒茶） 圃場B：6.40 圃場B：2.73/3.67/3.82

茶 圃場A：7.36 圃場A：0.12/7.24/-

（浸出液） 圃場B：3.02 圃場B：<0.05/2.97/-
1回

7,14日2 30％フロアブル 2000倍散布
400L/10a

1回

スピロメシフェン作物残留試験一覧表

農作物
試験
圃場
数

試験条件 各化合物の残留量（ppm）
【スピロメシフェン/代謝物M1/M2+M9】最大残留量注１)　(ppm)

30％フロアブル 200倍散布
400-600L/10a

1回

2 22.9％フロアブル 1600倍散布
250L/10a

2回 1,3,7日

2 22.9％フロアブル 4000倍散布
250L/10a

2回

注３）今回新たに提出された作物残試験成績に網を付けて示している。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大条件下の作物残留試験）を実施し、それぞれの試験から得られた残留量。
（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）

注２）(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない条件を斜体で示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条
件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

1,3,7日

1,3,7日

2 30％フロアブル 2000倍散布
400-500L/10a

1回 1,3,7日

2

1,3,7日

2 30％フロアブル 2000倍散布
300,400L/10a

1回 1,3,7日

2 30％フロアブル 2000倍散布
300-700L/10a

1回

1,3,7,14日

2

1,3,7,14日

2 30％水和剤 2000倍散布
250L/10a

2回 1,3,7日

2 30％フロアブル 2000倍散布
250-300L/10a

2回

2 30％水和剤 2000倍
200-250L/10a

2回 1,3,7日

1,3,7日

2 30％フロアブル 2000倍散布
500L-600L/10a

1回 1,3,7,14,21日

2 30％フロアブル 2000倍散布
130-220L/10a

4回

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

また、「最大残留量」欄に記載した残留量は、スピロメシフェン及び代謝物M1をスピロメシフェンに換算したものの和を示したものであり、「-」は分析が実施されていないことを示す。

1,3,7,14,21日

2 30％フロアブル 200倍散布
400-600L/10a

1回 1,3,7日

2 30％フロアブル 2000倍散布
500L/10a

1回

30％フロアブル 2000倍
500L/10a

1回 1,3,7,14日

2 30％フロアブル 2000倍散布
500L/10a

1回

7,14日2 30％フロアブル 2000倍散布
400L/10a



（別紙 1-2)

最大残留量注２）

剤型 使用量注１）・使用方法 回数 経過日数 (ppm)
散布　（0.308 kg/ha） 28日 圃場A：<0.01
散布　（0.305 kg/ha） 28日 圃場B：<0.01
散布　（0.301 kg/ha） 29日 圃場C：<0.01
散布　（0.301 kg/ha） 32日 圃場D：<0.01
散布　（0.304 kg/ha） 31日 圃場E：<0.01
散布　（0.307 kg/ha） 31日 圃場F：<0.01
散布　（0.301 kg/ha） 30日 圃場G：<0.01
散布　（0.304 kg/ha） 29日 圃場H：<0.01
散布　（0.292 kg/ha） 30日 圃場 I：<0.01
散布　（0.300 kg/ha） 31日 圃場 J：<0.01
散布　（0.298 kg/ha） 30日 圃場K：<0.01
散布　（0.298 kg/ha） 30日 圃場L：<0.01
散布　（0.301 kg/ha） 31日 圃場M：<0.01
散布　（0.301 kg/ha） 30日 圃場N：<0.01
散布　（0.300 kg/ha） 31日 圃場O：<0.01
散布　（0.299 kg/ha） 28日 圃場P：<0.01
散布　（0.302 kg/ha） 31日 圃場Q：<0.01
散布　（0.305 kg/ha） 29日 圃場R：<0.01
散布　（577 kg/ha） 7日 圃場A：<0.01
散布　（553 kg/ha） 7日 圃場B：<0.01
散布　（558 kg/ha） 8日 圃場C：<0.01
散布　（556 kg/ha） 7日 圃場D：<0.01
散布　（564 kg/ha） 7日 圃場E：<0.01
散布　（556 kg/ha） 7日 圃場F：<0.01
散布　（559 kg/ha） 7日 圃場G：<0.01
散布　（574 kg/ha） 7日 圃場H：<0.01
散布　（582 kg/ha） 7日 圃場 I：<0.01
散布　（574 kg/ha） 7日 圃場 J：<0.01
散布　（567 kg/ha） 7日 圃場K：<0.01
散布　（578 kg/ha） 7日 圃場L：<0.01
散布　（560 kg/ha） 7日 圃場M：<0.01
散布　（563 kg/ha） 7日 圃場N：<0.01
散布　（465 kg/ha） 7, 14日 圃場A：0.161
散布　（453 kg/ha） 9, 14日 圃場B：2.46
散布　（451 kg/ha） 7, 14, 20, 28日 圃場C：1.07
散布　（457 kg/ha） 7, 12日 圃場D：0.820
散布　（451 kg/ha） 7, 14日 圃場E：4.65
散布　（460 kg/ha） 6, 13日 圃場F：1.41
散布　（458 kg/ha） 7, 14日 圃場G：0.533
散布　（451 kg/ha） 8, 14日 圃場H：1.13
散布　（458 kg/ha） 7, 14, 20, 28日 圃場 I：2.55
散布　（466 kg/ha） 7, 14日 圃場 J：9.99
散布　（459 kg/ha） 7, 13日 圃場K：0.953
散布　（460 kg/ha） 7, 14日 圃場L：1.73
散布　（457 kg/ha） 8, 14日 圃場A：0.307
散布　（460 kg/ha） 9, 14日 圃場B：8.65
散布　（456 kg/ha） 6, 13日 圃場C：1.88
散布　（449 kg/ha） 7, 14日 圃場D：5.37
散布　（476 kg/ha） 7, 14日 圃場E：6.81
散布　（464 kg/ha） 7, 14日 圃場F：2.33
散布　（451 kg/ha） 8, 14日 圃場A：0.100
散布　（452 kg/ha） 7, 14日 圃場B：0.713
散布　（462 kg/ha） 8, 15日 圃場C：0.246
散布　（458 kg/ha） 7, 14日 圃場D：0.246
散布　（456 kg/ha） 9, 15日 圃場E：0.017
散布　（445 kg/ha） (5,) 10, 16, 22日 圃場F：0.062
散布　（466 kg/ha） 8, 15日 圃場A：0.220
散布　（454 kg/ha） 7, 13日 圃場B：0.017
散布　（457 kg/ha） 9, 14日 圃場C：0.390
散布　（458 kg/ha） 7, 14日 圃場D：0.499
散布　（451 kg/ha） 6, 13, 21, 28日 圃場E：1.603  （3回, 13日）
散布　（451 kg/ha） 7, 14日 圃場F：1.910

試験
圃場数

農作物
試験条件

とうもろこし
（穀粒）

ばれいしょ
（塊茎）

6

レタス
（lettuce
head)

レタス
（leaves)

6

6

6

6

キャベツ

フロアブル

フロアブル

フロアブル

フロアブル

スピロメシフェン海外作物残留試験一覧表

3回

3回

3回

3回

2回フロアブル18

14 フロアブル 2回

ほうれん草

ブロッコリー



最大残留量
剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 (ppm)

散布　（449 kg/ha） 6, 13日 圃場A：0.69
散布　（451 kg/ha） 8, 14日 圃場B：1.31
散布　（448 kg/ha） 6, 14日 圃場C：2.89
散布　（452 kg/ha） 7, 14日 圃場D：10.03
散布　（453 kg/ha） 8, 14, 21, 28日 圃場E：8.41

ピーマン 散布　（451 kg/ha） 7, 14日 圃場A：0.0184
(Bell Pepper) 散布　（453 kg/ha） 7, 14日 圃場B：0.0131

散布　（454 kg/ha） 7, 14日 圃場C：0.0144
散布　（450 kg/ha） 7, 14日 圃場D：0.0464
散布　（455 kg/ha） 7, 14日 圃場E：0.0569
散布　（494 kg/ha） 圃場A：0.0500
散布　（472 kg/ha） 圃場B：0.0278
散布　（457 kg/ha） 7, 14日 圃場A：0.1283
散布　（447 kg/ha） 7, 14日 圃場B：0.0176
散布　（454 kg/ha） 7, 14日 圃場C：0.0795
散布　（448 kg/ha） 7, 14日 圃場D：0.2493
散布　（462 kg/ha） 7, 14日 圃場E：0.0637
散布　（453 kg/ha） 7, 14日 圃場F：0.1066
散布　（452 kg/ha） 7, 14日 圃場G：0.0323
散布　（453 kg/ha） 7, 14日 圃場H：0.0560
散布　（454 kg/ha） 7, 14日 圃場 I ：0.0233
散布　（453 kg/ha） 7, 14日 圃場 J：0.0491
散布　（442 kg/ha） 7, 14日 圃場A：0.024
散布　（449 kg/ha） ８, 14日 圃場B：0.039
散布　（453 kg/ha） 7, 13日 圃場C：0.023
散布　（459 kg/ha） 9, 15日 圃場D：0.016
散布　（456 kg/ha） 7, 14, 21, 23日 圃場E：0.072
散布　（451 kg/ha） 7, 13日 圃場F：0.030
散布　（448 kg/ha） 7, 14日 圃場A：0.028
散布　（456 kg/ha） 7, 14日 圃場B：0.020
散布　（455 kg/ha） 7, 12, 19, 26日 圃場C：0.032
散布　（459 kg/ha） 7, 14日 圃場D：0.017
散布　（451 kg/ha） 7, 14日 圃場E：0.034
散布　（457 kg/ha） 7, 14日 圃場F：0.030
散布　（451 kg/ha） 7, 14日 圃場A：0.018
散布　（453 kg/ha） 7, 1１日 圃場B：0.052
散布　（454 kg/ha） 7, 12日 圃場C：0.016
散布　（450 kg/ha） 7, 14,21,28日 圃場D：0.019
散布　（455 kg/ha） 8, 14日 圃場E：<0.01
散布　（863 kg/ha） 3, 7, 14, 22,28日 圃場A：0.58
散布　（846 kg/ha） 3, 9, 14日 圃場B：0.49
散布　（845 kg/ha） 3, 7, 14日 圃場C：1.64
散布　（843 kg/ha） 3, 7, 15日 圃場D：0.82
散布　（846 kg/ha） 4, 7, 12日 圃場E：0.28
散布　（849 kg/ha） 3, 8, 15日 圃場F：1.62
散布　（853 kg/ha） 3, 7, 14日 圃場G：0.52
散布　（853 kg/ha） 2, 7, 13日 圃場H：0.29
散布　（562 kg/ha） 28日 圃場A：0.024
散布　（558 kg/ha） 28, 35, 46日 圃場B：0.111
散布　（565 kg/ha） 30日 圃場C：<0.008
散布　（558 kg/ha） 29日 圃場D：0.019
散布　（578 kg/ha） 28日 圃場E：0.012
散布　（569 kg/ha） 31日 圃場F：0.115
散布　（563 kg/ha） 35日 圃場G：0.344
散布　（564 kg/ha） 30日 圃場H：0.328
散布　（551 kg/ha） 32日 圃場 I：0.048
散布　（567 kg/ha） 30日 圃場 J：<0.008
散布　（572 kg/ha） 31日 圃場K：<0.008
散布　（562 kg/ha） 28日 圃場L：0.459

注)1 使用量はシーズン当たりの総使用量としての値である。
注)2 最大残留量はスピロメシフェン及び代謝物M1をスピロメシフェンに換算したものの和として示した。

5 フロアブル 3回からし菜

カンタロープ 6 フロアブル 3回

5 フロアブル 3回

とうがらし 2 フロアブル 3回 7, 14日

トマト（果実） 10 フロアブル 3回

3回きゅうり

かぼちゃ 5 フロアブル 3回

綿実 12 フロアブル 2回

いちご 8 3回フロアブル

6 フロアブル

農作物
試験

圃場数
試験条件




